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出資法人等経営状況報告書 

 

１ 作成年月日及び担当部署 

作成年月日 令和 4年 8月 23 日 担 当部署 産業観光交流部 施設経営管理室     

 

※以下は令和 4年 3月 31 日現在の内容です。 

２ 法人等の概要 

法 人 名 リフレ上越山里振興 株式会社 

代 表 者 

代表取締役 平井 民夫 

□ 常 勤   ■ 非常勤 ■ プロパー   □ 市兼務   □ その他 

所 在 地 新潟県上越市大字皆口 601 番地 

設立年月日 平成10年12月18日 

資 本 金 6,000 千円 市出資割合 87.8％ 

設 立 目 的 
食と健康をテーマとしたリフレッシュビレッジ事業を通して、市民の財産ともいえ

る上越市西部中山間地の緑豊かな自然を活用し、地域農林水産業の活性化を図るため。 

主 な 事 業 

⑴ くわどり湯ったり村、ヨーデル金谷、ゆったりの家の管理運営 

⑵ 文化振興に関する事業 

⑶ 観光広告及び宣伝に関する事業 

 

３ 役員数 

（単位：人） 

 常勤 非常勤 計 
内訳 

プロパー 市兼務 その他 

取締役 1 8 9 1 0 8 

監査役 0 1 1 0 0 1 

計 1 9 10 1 0 9 

 

４ 職員数 

（単位：人） 

 計 
内訳 

プロパー 市兼務 

正社員 9 9 0 

その他 11 11 0 

計 20 20 0 
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５ 事業実績（概要） 

【第 25 期の経営状況】 

 第 25 期の売上高は、前期と比較して 14,963 千円増（14.1％増）の 121,166 千円となりまし

た。依然として、新型コロナウイルス感染症拡大の影響があったものの、各種キャンペーン

を積極的に活用するなど、利用者数や売上高の増加につなげました。 

 また、くわどり湯ったり村では閑散期となる冬期間を平日休館としたほか、ヨーデル金谷で

は営業時間を見直すなど、利用者へ最大限の配慮をした上で経費の縮減を図りました。 

 営業利益は△13,871 千円となったものの、雇用調整助成金や営業時間短縮協力金等の各種助

成金収入などがあったことから、経常利益は 10,452 千円となりました。 

 この結果、当期純利益は 4期連続の単年度黒字となる 8,926 千円を計上し、第 25 期末の繰越

利益剰余金は△42,466 千円となりました。 

【第 25 期の主な取組】 

 ⑴ くわどり湯ったり村 

 新潟県の「使っ得！にいがた県民割キャンペーン」や、市の宿泊割引キャンペーンなどを

活用し、利用者の獲得に取り組みました。 

 レストランでは、季節や日替わりのメニューを拡充するとともに、お食事ポイントカード

の導入により利用客の定着を図りました。 

⑵ ヨーデル金谷 

 市のプレミアム商品券や「地産地消キャンペーン」、「リリエンフェルト姉妹都市 40 周年記

念事業キャンペーン」に参加するなど、売上確保に取り組みました。 

 ワンプレートランチやテイクアウト商品などを考案し、新規顧客の獲得に取り組みました。 

【各施設の実績】 

⑴ 利用者数                              （単位：人） 

施 設 名 第 23 期 第 24 期 第 25 期 

くわどり湯ったり村 44,038  22,361  29,379  

ヨーデル金谷 22,539  16,869  17,664  

ゆったりの家 888  104  196  

合計 67,465  39,334  47,239  

⑵ 損益状況                             （単位：千円） 

施 設 名 区分 第 23 期 第 24 期 第 25 期 

くわどり湯ったり村 
売上高 101,731 63,829  78,177  

経常利益 4,615 4,103  5,229  

ヨーデル金谷 
売上高 58,676  41,544  42,160  

経常利益 4,055  2,674  5,210  

ゆったりの家 
売上高 838  830  830  

経常利益 71  △15  13  

合計 
売上高 161,245  106,203  121,166  

経常利益 8,740  6,763  10,452  

  ※ 端数処理の関係上、合計額が一致しない場合があります。 
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６ 財務状況（税抜） 

                                 （単位：千円） 

項 目 

第 23 期 

自 平成 31 年 4 月 1 日 

至 令和 2年 3月 31 日 

第 24 期 

自 令和 2年 4月 1 日 

至 令和 3年 3月 31 日 

第 25 期 

自 令和 3年 4月 1 日 

至 令和 4年 3月 31 日 

損
益
計
算
書 

売上高 161,245 106,203 121,166 

売上原価 43,761 26,460 29,564 

売上総利益 117,484 79,743 91,602 

販売費及び 

一般管理費 
111,875 95,616 105,473 

営業利益 5,609 △15,874 △13,871 

営業外収益 4,118 23,560 25,057 

営業外費用 986 923 734 

経常利益 8,740 6,763 10,452 

特別利益 0 0 0 

特別損失 0 777 0 

税引前当期純利益 8,740 5,986 10,452 

法人税等 70 76 1,527 

当期純利益 8,670 5,910 8,926 

項 目 令和2年3月31日現在 令和3年3月31日現在 令和4年 3月 31日現在 

貸
借
対
照
表 

資 産 24,227 26,614 31,477 

負 債 75,529 72,006 67,942 

純資産 △51,302 △45,391 △36,466 

 資本金 6,000 6,000 6,000 

 利益剰余金 △57,302 △51,391 △42,466 

 その他 0 0 0 

 

※ 金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計算結

果と一致しない場合があります。 
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７ 市からの財政支出等 

⑴  委託額（税込）                            （単位：千円）                       

内訳 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 備考 

① 指定管理料（※１） 42,933 42,933 42,933  

②      

計 42,933 42,933 42,933  

※１ リフレッシュビレッジ施設（くわどり湯ったり村、ヨーデル金谷、ゆったりの家）の合計額 

 

⑵ 財政援助額（税込）                           （単位：千円） 

内訳 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 備考 

① 補助金（助成金） 0 0 0  

② 貸付金 0 0 0  

③ 損失補償（※２） 39,915 39,901 39,991 借入限度額 40,000 千円 

④ 債務保証 0 0 0  

⑤ その他 
3,502 0 0 指定管理減収補填金 

1,764 780 930 シニアパスポート減免補填金 

計 45,181 40,681 40,921  

  ※２ 金額は、対象となる借入金の各事業年度の期末残高 

 

８ 今後の経営計画等 

⑴  次期事業計画（第 26 期） 

売上高 162,157 千円、経常利益 1,164 千円の計上を目標に掲げ、次に挙げる事案などに取り

組み、公の施設として、市民から親しんでもらえる施設運営を目指す。 

① 会社全般 

 各業種のガイドラインに沿って新型コロナウイルス感染症予防対策を実施する。 

 地域の一員として自覚を持ち、地域社会に貢献できる会社を目指す。 

② くわどり湯ったり村 

 ＳＮＳの有効活用や折込チラシエリアを拡大し、情報発信を強化する。 

 施設周辺の環境整備に努め、山里の癒しの提供を進める。 

③ ヨーデル金谷 

 働き方改革の推進も含め、営業手法を整備し生産性の向上を図る。 

 提供価格を下げ、幅広い層をターゲットとすることで利用者数の増加を図る。 

 

 

⑵  中長期経営計画 

なし 
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９ 令和 4年度 経営状況の分析・評価 

⑴ 第三セクター等の経営状況の分析・評価のフローチャート 

※「第三セクター等に対する関与方針」から抜粋 

Ｄ 
債務超過に陥っている、又は、資本金の 50％を超え

る累積欠損金がある、若しくはそのおそれがあるか 

はい 

→ 

第三セクター等評価

委員会に見解を求め

る 

↓いいえ 
 

Ｃ 3 期連続の赤字であるか 

はい 

→ 

↓いいえ 
 

Ｂ 法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はあるか 

はい 

→ 

↓いいえ 
  

Ａ 現状では、当該法人の経営状況に問題（課題）なし 

  

 

 

フローチャートによる評価 Ｄ → ⑵へ 

【特記事項】 

 令和 3年度末の純資産額が△36,466 千円であり、債務超過に陥っています。 

フローチャートによる評価基準 備考 

Ａ 経営状況に問題（課題）なし 引き続き経営努力を行う 

Ｂ 法人の経営の持続可能性に懸念がある 

経営健全化の可能性について、第三セクタ
ー等評価委員会に見解を求める 

Ｃ 当期純利益が 3期連続の単年度赤字である 

Ｄ 
債務超過に陥っている、又は、 
資本金の 50％を超える累積欠損金がある 
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⑵ 令和 4年度 第三セクター等評価委員会の分析・評価 

第三セクター等評価委員会の評価 

■ 課題あり 

□ 課題なし 

第三セクター等評価委員会の分析 

【上記評価の理由】 

◯ 会社全体 

・債務超過でありながら、超過額は大きく減少し、経営改善努力は評価できる。 

・指定管理料は横ばいながら、金額は大きく、減額が望まれる。 

◯ ヨーデル金谷 

・同業種の飲食店の財務比率と比較すると売上原価と人件費の比率が依然として高い。 

【指摘事項等】 

◯ 会社全体 

① 職員数の適正化。パート・アルバイトの活用により、人件費の変動費化（人件費を売

上や業績に連動）を図るべき。 

◯ くわどり湯ったり村 

② 冬期間の戦略を考えるべき。 

◯ ヨーデル金谷 

③ ＵＳＰ（独自の強み）・コンセプトを明確に打ち出し、他の飲食店と比較するポイン

トを分かりやすくターゲット層に伝えて差別化を図るべき。 

 

⑶ 分析・評価結果を受けての対応方針 

第三セクターによる対応方針 

◯ 会社全体 

① 人員の適正化について検討し、正社員が減員する場合の補充は、アルバイト等で対応

する。時間外勤務の削減など会社として管理を行う。 

◯ くわどり湯ったり村 

② 雪をテーマにした商品やイベントの企画・情報発信について検討を進める。 

◯ ヨーデル金谷 

③ メニューや価格を変更し、低価格商品であっても美味しい料理の提供に取り組み、地

元の団体等からも利用してもらうことで、今まで以上に地域の愛着がある店にする。従

前どおりのメニューも提供を継続することで、これまでの利用客も確保する。また、上

杉謙信やレルヒ等との紐づけメニューを検討するなど新たな名物となる商品を開発し、

他社との差別化を図る。 

市担当部署による対応方針 

・人員体制やオペレーションの見直しについて、同社と情報共有し、適正な体制の構築に向

けた協議を進める。 

・収支状況について、定期的にヒアリングを行い、必要に応じて経営改善に向けた取組を支

援する。 

・新たな宿泊や食材のプラン、新メニューについて同社と検討するなど、売上の向上に向け

た取組を支援する。 
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１０ 令和 3年度 第三セクター等評価委員会の分析・評価に対する対応状況 

令和 3年度 第三セクター等評価委員会の分析・評価【概要】 

◯ 会社全体 

① 資金繰りが逼迫しているため、資金調達の手段を検討する必要がある。 

◯ ヨーデル金谷 

② コストをかけるのであれば、他の飲食店との差別化を図り、それを強みとして発信し

ていくべき。 

③ 設置目的のコンセプトや利用者に知ってもらいたい強みの部分を確実に発信してい

く必要がある。 

第三セクターによる対応状況 

◯ 会社全体 

① 雇用調整助成金や各種支援金など総額 22,774 千円の給付を受け、資金繰りは改善さ

れた。 

◯ ヨーデル金谷 

② 「ワンプレートランチ」の導入や「ロコモコテイクアウト」「くびき牛の通年販売」

などメニューの変更に取り組んでいる。 

③ 市のプレミアム商品券や「地産地消キャンペーン」「リリエンフェルト姉妹都市 40 周

年記念事業」などに積極的に参加し、情報発信した。 

市担当部署による対応状況 

・厨房作業の軽減化による経費削減のため、主要メニューであるハンバーグの委託生産を提

案するなど、経営改善に向けた取組を支援した。 

・営業時間の見直しなど効率的な経営に向けた取組を支援した。 

 










































